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取扱説明書

DWT-B01
お買い上げいただきありがとうございます。

電気製品は安全のための注意事項を守らないと、
火災や人身事故になることがあります。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の
取り扱いかたを示してあります。この取扱説明書をよくお読みのうえ、
製品を安全にお使いください。お読みになったあとは、
いつでも見られるところに必ず保管してください。
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安全のために
ソニー製品は安全に充分に配慮して設計されています。
しかし、電気製品はまちがった使いかたをすると、火災
や感電などにより死亡や大けがなど人身事故につながる
ことがあり、危険です。
事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。

安全のための注意事項を守る
4 ～ 6 ページの注意事項をよくお読みください。

定期点検を実施する
5 年に 1 度くらいは内部の点検について、お買い上げ店
またはソニーの業務用商品相談窓口にご相談ください。

故障したら使用を中止する
お買い上げ店またはソニーの業務用商品相談窓口にご連絡く
ださい。

万一、異常が起きたら

m

a電源を切る。
bバッテリーおよびすべての接続ケーブルを抜く。
cお買い上げ店またはソニーの業務用商品相談窓口に修
理を依頼する。

m

お買い上げ店またはソニーの業務用商品相談窓口に修理
を依頼する。

• 異常な音、におい、煙が出たら
• 落としたら

炎が出たら
警告表示の意味
取扱説明書および製品で
は、次のような表示をし
ています。表示の内容を
よく理解してから本文を
お読みください。

この表示の注意事項を守
らないと、火災や感電な
どにより死亡や大けがな
ど人身事故につながるこ
とがあります。

この表示の注意事項を守
らないと、感電やその他
の事故によりけがをした
り周辺の物品に損害を与
えたりすることがありま
す。

注意を促す記号

行為を禁止する記号

行為を禁止する記号
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注意
アンテナの突起に注意
する
ケーブル接続を行う際など
にアンテナの突起が目に当
たり、けがの原因となるこ
とがあります。

油煙、湯気、湿気、ほ
こりの多い場所では設
置・使用しない
上記のような場所に設置す
ると、火災や感電の原因と
なります。取扱説明書に記
されている使用条件以外の
環境での使用は、火災や感
電の原因となります。

規定の電圧および極性
で使用する
規定外の電圧および極性で
使用すると、火災の原因と
なることがあります。
この取扱説明書に記されて
いる電圧および極性で使用
してください（12 ページ参
照）。

電源のON/OFF 時に
は、接続した機器の入
力を絞る
電源のON/OFF 時には大き
な雑音が発生し、接続した
機器あるいはスピーカーな
どに損害を与えることがあ
ります。

本体内部に水や異物を
入れない
水や異物が入ると、火災や
感電の原因となることがあ
ります。万一、水や異物が
入ったときは、すぐに電源
を切り、接続コードを抜い
て、お買い上げ店またはソ
ニーの業務用商品相談窓口に
交換をご依頼ください。

使用時は周囲の状況に
注意をはらう
周囲の状況を把握しないま
ま使用すると、事故やけが
などの原因となります。

警告
警告 注意 / 



電池についての安
全上のご注意

ここでは、本機で使用可能な電池につい
ての注意事項を記載しています。

• 機器の表示にあわせて3と#を正しく
入れる。

• 充電しない。
• 火の中に入れない。ショートさせた
り、分解、加熱しない。

• コイン、キー、ネックレスなどの金属
類と一緒に携帯、保管しない。

• 水などで濡らさない。風呂場などの湿
気の多い場所で使用しない。

• 液漏れした電池を使用しない。
• 電池を使い切ったときや、長時間使用
しないときは本体から取り出す。

• 外装のチューブをはがしたり、傷つけ
ない。

• 指定された種類の電池以外は使用しな
い。

• 火のそばや直射日光が当たるところ、
炎天下の車中など、高温の場所で使
用、保管、放置しない。

ニッケル水素電池は、リサイクルできま
す。不要になったニッケル水素電池は、
金属部にセロハンテープなどの絶縁テー

外装を外さない、改造
をしない
外装を外したり、改造した
りすると、感電の原因とな
ることがあります。
内部の調整や設定及び点検
を行う必要がある場合は、
必ずサービストレーニング
を受けた技術者にご依頼く
ださい。
電池についての安全上のご注意 5
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プを貼ってリサイクル協力店へお持ちく
ださい。
充電式電池の回収・リサイクルおよびリ
サイクル協力店については、一般社団法
人 JBRC ホームページ http://
www.jbrc.net/hp/contents/index.html を
参照してください。
電池についての安全上のご注意



　

特長

DWT-B01 は、770MHz ～ 806MHz 帯
（FPU-1CH 帯、FPU-2CH 帯、FPU-3CH
帯、FPU-4CH 帯）を使用した特定ラジ
オマイクの陸上移動局の無線設備（A
型）および 806MHz ～ 810MHz 帯を使
用した特定小電力無線局ラジオマイク用
無線設備（B型）に対応したデジタルワ
イヤレストランスミッターです。ソニー
のデジタルワイヤレスレシーバーと組み
合わせてご使用ください。

本機には、A型（FPU-1CH 帯、FPU-
2CH 帯、FPU-3CH 帯、FPU-4CH 帯）お
よび B型の帯域をフルカバーしたABモ
デルと、Ｂ型の帯域専用のＢモデルが
あります。

ABモデル
特定ラジオマイクの陸上移動局の無線設
備（770.250MHz ～ 805.750MHz 帯）お
よび特定小電力無線局ラジオマイク用無
線設備（806.125MHz ～ 809.750MHz 帯）
に対応します。デジタル方式で使用可能
なＡ型帯域（FPU-1CH 帯、FPU-2CH
帯、FPU-3CH 帯、FPU-4CH 帯）および
B型帯域を 1台でフルカバーします。

Bモデル
特定小電力無線局ラジオマイク用無線設
備（806.125MHz ～ 809.750MHz 帯）の
みに対応します。

DWXとは
DWXは、業務用マイクロホンに代表さ
れる音作りのノウハウと、安定性に定評

のあるワイヤレス伝送技術に、最新かつ
オリジナルのデジタルオーディオ技術を
融合させたソニーのデジタルワイヤレス
マイクロホンシステムです。
DWXは、デジタルならではの高音質伝
送に加え、多チャンネル同時運用、暗号
化伝送、トランスミッターの状態をモニ
ターするメタデータ伝送、さらに本線系
と別系統の通信機能をもつことで、レ
シーバーからトランスミッターをコント
ロールするといった、さまざまな革新的
ワークフローを実現します。

WiDIF-HPとは
「WiDIF-HP」（WiDIF：Wireless Digital 
Interface Format、HP：High Profile）
は、ソニーが独自に開発した、システム
の核となるワイヤレスのデジタルオー
ディオインターフェースです。
これにより、高音質かつ低遅延、そして
多チャンネル同時運用と秘匿伝達を実現
しました。

“Cross Remote”とは
“Cross Remote”は、レシーバー本体や
レシーバーに接続されているコンピュー
ターにインストールされたコントロール
ソフトウェア“Wireless Studio”から、
トランスミッターを監視／制御するため
のシステムです。
例えば、衣装の下などに装着されたトラ
ンスミッターの設定変更も、ワイヤレス
で簡単に行えます。

混信が少ない免許制A型規格と
免許不要のB型規格
本機のAB モデルは、運用調整により他
との混信の心配が少ないA型規格および
免許不要の B型規格に対応しています。
特長 7
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簡単なボタン操作でA型帯域 285 チャン
ネルおよび B型帯域 30 チャンネルの切
り換えが可能です。
Bモデルでは、B型帯域 30 チャンネル
の切り換えのみが可能です。

◆ A型規格の免許取得について詳しくは、「A型
機器使用のための免許取得手続きについて」 
（8ページ）をご覧ください。

小型・軽量設計
素材にマグネシウムを採用し、小型・軽
量でありながら丈夫な筐体を実現しまし
た。

幅広いオーディオ入力レベルに
対応

◆ 詳しくは、「オーディオ入力レベルの設定
（INPUT LEVEL）」 （22 ページ）をご覧くだ
さい。

送信出力の切り換えが可能

◆ 詳しくは、「送信電力の設定（RF POWER）」 
（22 ページ）をご覧ください。

ローカットフィルター搭載

◆ 詳しくは、「ローカットフィルターの設定
（LCF）」 （23 ページ）をご覧ください。

電源スリープモード搭載

◆ 詳しくは、「省電力設定（POWER SAVE）」 
（23 ページ）をご覧ください。

有機 ELディスプレイ
反応が早い有機 EL表示素子（Organic 
Light-Emitting Diode）の採用により、
設定状況を鮮明かつ正確にリアルタイム
で表示することが可能になりました。

小型・高性能のラベリアマイク
ロホンを付属
放送用途で高い実績のある ECM-77BC/
9X 相当の小型・高性能のラベリアマイ
クロホンを付属しています。

A型機器使用のための免
許取得手続きについて
A型ワイヤレスマイクロホンシステム
は、免許制度と「特ラ連」の運用調整に
よって、他のワイヤレスマイクロホンシ
ステムとの混信回避が図られているプロ
フェッショナルのためのシステムです。
本機を購入し免許を申請する場合は「特
ラ連」に加入し、使用に際しては必ず運
用連絡を「特ラ連」に提出し運用調整を
行ってください。
放送事業用は特ラ連の加入を要しており
ませんが、屋外で使用する場合は、「特
ラ連」に運用連絡を提出し運用調整を
行ってください。
また、屋内使用においても遮蔽などの関
係で屋外使用と判断した場合は、運用連
絡を提出し運用調整を行ってください。

「特ラ連」とは、加入者間のA型ワイヤ
レスマイクロホン、およびA型機器と周
波数を共用する放送局用 FPU機器との
間で混信の危険がある場合に、事前の運
用調整を図る団体です。また、A型ワイ
ヤレスマイクロホンの免許申請手続きに
関するお手伝いや相談にも応じておりま
す。
機器のご発注や免許申請の前に、まず
「特ラ連」にご相談ください。
特長



　

A型機器の使用にあたっては、以下の手
続きが必要です。（手続きの完了までに
は数週間かかります。）

1 特定ラジオマイク利用者連名（特
ラ連）への加盟

A型の免許申請の際には特ラ連の加
入証明書の提出が求められます。

特定ラジオマイク利用者連盟（特ラ
連）
〒 162-0042　東京都新宿区早稲田町
74 番地　中村ビル 3F
TEL：03-5273-9806
FAX：03-5273-9808
http://www.tokuraren.org/

2 免許申請

総務省（総合通信局）から陸上移動
局としての免許を受ける必要があり
ます。

「特ラ連」は免許申請手続きのお手
伝いも行っております。

DWT-B01 AB モデルの免許申請時
には、付属の取扱説明書（冊子）の
「工事設計認証の証明書」をご利用
ください。

＊工事設計認証の証明書は、Bモデルには適用
されません。

デジタル方式特定ラジオマイク
使用時のご注意
デジタル方式特定ラジオマイクを導入す
る場合は、アナログ方式特定ラジオマイ

クとの同時運用に配慮する必要がありま
す。
周波数の有効利用に配慮し、本機に搭載
されているアナログ方式特定ラジオマイ
クとデジタル方式特定ラジオマイクを混
在して使用するためのチャンネルプラン
の利用や、アナログ方式特定ラジオマイ
クに干渉を与えないようにアナログ方式
特定ラジオマイクの利用周波数帯からで
きるだけ離れた周波数帯での運用のご検
討をおすすめします。

メモ
特長 9
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各部の名称と働き

a アンテナ 

b AF/PEAK（音声入力レベル /ピー
ク）インジケーター

基準入力レベル以上の音声信号が入力さ
れると緑色に点灯します。
オーディオ信号がひずみはじめる 3dB 前
で赤色に点灯し、過大入力を警告しま
す。

c POWER（電源）インジケーター
電源が入ると緑色に点灯します。電池が
消耗すると点滅します。

d オーディオ入力端子（SMC9-4S）
付属のラベリアマイクロホンを接続しま
す。付属のマイクケーブルを使用して他
のマイクロホンを接続したり、ミキサー
などの音声出力を接続することもできま
す。

マイクロホンを接続する

e ＋または－ボタン
ディスプレイに表示された機能や値を選
択します。
－ボタンを押しながら POWER スイッチ
をONにすると、ワイヤレスリモートコ
ントロール機能のペアリング動作になり
ます。

f POWER（電源）スイッチ
本機の電源をON/OFF します。

g 電池ケース
単 3形アルカリ乾電池 2本を入れます。

◆ 電池の入れかたについて詳しくは、「電源」 
（12 ページ）をご覧ください。

マイクロホン（付属）

確実に接続するために、端子カバー
を閉める。
各部の名称と働き



　

h SET（セット）ボタン
ディスプレイに表示された機能を調整し
たり、調整した値を決定したりします。
SETボタンを押しながら電源を ONにす
ると、電波を送信しない状態で電源 ON
になります。

i USB端子（マイクロUSB）
市販のUSB キーボードを接続すると、
メニュー操作や NAME機能の文字入力
がキーボードで行えます。
デジタルワイヤレスレシーバーを付属の
USB ケーブルで接続すると、秘匿通信用
の鍵情報を交換することなどができま
す。

j ディスプレイ部

A RF送信表示
現在の送信状態を表示します。

B RF送信電力表示
現在の送信電力設定を表示します。この
設定は RF送信電力設定機能で変更でき
ます。
H：10mWで送信しています。
L：1mWで送信しています。

C オーディオ入力レベルメーター
音声入力レベルを表示します。

D 基準レベルゲージ
基準入力レベルを示しています。入力レ
ベル選択機能がマイクレベルでATT が
0dB の場合には、－ 58dBu（－ 60dBV）
を示し、ラインレベル設定時には＋
4dBu を示しています。

E ピークインジケーター
オーディオ信号がひずみはじめる 3dB 前
で点灯し、過大入力を警告します。

F POWERスイッチロック表示
POWER スイッチロック機能で、誤操作
防止を行っているときに表示されます。

◆ 詳しくは、「POWER スイッチのロック
（POWER SW LOCK）」 （24 ページ）をご覧く
ださい。

G Cross Remoteコンディション表示
ワイヤレスリモートコントロール機能の
電波状態を 4 段階で表示します。

ワイヤレスリモートコントロール機能を
OFFにしている場合は、このアイコン
は表示されません。

H 電池残量表示
電池の残量を表示します。

：送信しています。

－ ：RF送信を停止しています。

：通信状況が良好
：通信状況がやや良好
：通信状況がやや良くない
：通信状況が良くない
：ペアリングされたレシーバー
と通信できない
各部の名称と働き 11
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◆ 詳しくは、「電池残量の表示」 （13 ページ）を
ご覧ください。

I メニュー表示部
17 種類の機能を表示します。表示を切り
換えるには、＋または－ボタンを押しま
す。

◆ 詳しくは、「設定メニュー」 （21 ページ）をご
覧ください。

電源

本機は単 3形アルカリ乾電池 2本で連続
約 5時間動作します（使用温度 25 ℃
時）。

電池を入れる

1 2 つの取っ手をつまんで同時に中央
に寄せながら、電池ケースを引き出
す。

2 新しい単3形アルカリ乾電池2本の3

と#を確認して入れ、電池ケース
を戻す。
電源



　

電池残量の表示
電池の残量を 8段階で表示します。
電池残量表示が点滅を始めたら、すぐに
乾電池を 2個とも新しいものに交換して
ください
新しい乾電池は、乾電池に記載されてい
る使用推奨期限を確認の上使用してくだ
さい。

• BATTERY TYPE 機能で TYPE1 を選
択した場合、新品のソニーアルカリ単
3形乾電池を基準に電池の残量表示を
します。その他の種類の電池や他社製
の乾電池、新しくない乾電池などでは
正しく残量表示ができないことがあり
ます。アルカリ単 3形乾電池以外の電
池をご使用の場合には、BATTERY 
TYPE 機能で電池の種類を選択してく
ださい。

• 長時間続けてお使いになるときは、新
しい乾電池と交換することをおすすめ
します。

◆ BATTERY TYPE機能の設定について詳しく
は、「電池の種類設定（BATTERY TYPE）」 
（23 ページ）をご覧ください。

送信チャンネルを
設定する

本機のAB モデルでは A型帯域 285 チャ
ンネルおよび B型帯域 30 チャンネルか
ら、Bモデルでは B型帯域 30 チャンネ
ルから任意の送信チャンネルを選択でき
ます。
本機には混信を起こさないチャンネルの
組合せ（グループ）が用意されていま
す。同一エリア内で、複数台のワイヤレ
スマイクやトランスミッターを同時に使
用（多チャンネル同時運用）するには、
電波の混信を避けるため、同一グループ
内のチャンネルを使用する必要がありま
す。
本機の送信チャンネルを設定するには、
まずレシーバー側で RF インジケーター
や各種スキャン機能を使って周波数帯
域、グループおよびチャンネルを選択
し、次にレシーバーの設定に合わせて本
機の周波数帯域、グループおよびチャン
ネルを設定します。

周波数帯域の選択は、ABモデルのみで
可能です。

周波数帯域 /グループ /
チャンネルを選択する
以下の手順で周波数帯域（BAND）、グ
ループ（GP）およびチャンネル（CH）
を設定します。

ご注意

ご注意
送信チャンネルを設定する 13
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◆ 各周波数帯域のグループとチャンネルについ
ては、CD-ROMに収録されている周波数リス
トをご覧ください。

◆ メニュー操作の方法について詳しくは、「メ
ニューの基本操作」 （20 ページ）をご覧くだ
さい。

この機能は電波送信中には変更できませ
ん。

1 一度電源を切り、SET ボタンを押し
ながら POWERスイッチを ONにし
て、電波送信を停止する。

2 AB モデル：
＋または－ボタンを押して、BAND
画面を表示させる。

Bモデル：
手順 6に進む。

3 設定項目が点滅するまでSETボタン
を長押しする。

4 ＋または－ボタンを押して、周波数
帯域を選択する。

5 SET ボタンを押して決定する。

6 ＋または－ボタンを押して、GP/CH
画面を表示させる。

7 設定項目が点滅するまでSETボタン
を長押しする。

8 ＋または－ボタンを押して、グルー
プを選択する。

9 SET ボタンを押して決定する。

点滅がチャンネル表示に移動しま
す。

10＋または－ボタンを押して、チャン
ネルを選択する。

11SET ボタンを押して決定する。

選択した周波数帯域（ABモデルのみ）/
グループ /チャンネルで電波送信を開始
するには、本機の電源をいったん切って
から、再度電源を入れてください。

Cross Remoteのペアリングで設定
する
レシーバーとのペアリングを行うと、本
機の送信チャンネルはレシーバーの受信
チャンネルに自動的に設定されます。

◆ ペアリングの方法については、「ペアリングす
るには」 （15 ページ）をご覧ください。

ご注意

ご注意
送信チャンネルを設定する



　

Cross Remote
を使う

本機は、レシーバーなどから本機の設定
（ローカットフィルターやアッテネー
ター操作、電源制御など）を制御できる
ワイヤレスリモートコントロール機能を
搭載しています。これにより現場での運
用や管理がより簡単に行えます。
ワイヤレスリモートコントロールには、
デジタルワイヤレスオーディオの RF帯
域に影響を与えない 2.4GHz 帯 
IEEE802.15.4 方式を採用しています。
この機能は、RF REMOTE機能で本機
とレシーバーをペアリングすることによ
り使用可能になります。
レシーバーなどとの間でワイヤレスリ
モートコントロール機能を使うために
は、初期設定としてペアリングを行う必
要があります。

ペアリングするには
ペアリングとは、ワイヤレスリモートコ
ントロール機能を使って本機の操作を行
うレシーバーと本機の対（ペア）を作る
ことです。
レシーバー側がペアリングモードに設定
されているときは、本機の－ボタンを押
しながら POWERスイッチを ONにする
と、ペアリングが開始されます。

設定メニューでペアリングするときは、
次のように操作します。

1 制御を行うレシーバー側を、あらか
じめペアリングモードに設定する。

◆ 詳しくは、レシーバーの取扱説明書をご
覧ください。

2 ＋または－ボタンを押して、RF 
REMOTE画面を表示させる。

3 設定項目が点滅するまでSETボタン
を長押しする。

4 ＋または－ボタンを押して、
PAIRING を選択する。

5 SET ボタンを押して決定する。

ペアリングモードになっているレ
シーバーにペアリング要求を出しま
す。
ペアリングが終了する前に本機の操
作ボタンを押すと、ペアリングモー
ドはキャンセルされます。
レシーバーとの通信が確立すると、
コンディションレベル（ ）が
上がり、RF REMOTE機能がON
になってリモートコントロールがで
きるようになります。

前回のペアリング設定でCross 
Remote を使うには
RF REMOTE画面で設定項目をONに
する。

• RF REMOTE 設定を ONにした場合、
前回ペアリングされたレシーバーと通
信を行います。別のレシーバーとワイ
ヤレスリモートコントロール機能を使
うには、あらためてそのレシーバーと
ペアリング設定してください。

• 複数の本機が同じレシーバーとペアリ
ングすることはできません。

ご注意
Cross Remote を使う 15
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• FACTORY PRESET 機能（25 ページ）
で本機を工場出荷設定に戻すと、レ
シーバーとのペアリング設定は消去さ
れます。

リモートコントロールが可能な本機の
機能
• 本機の名前の設定
• 周波数帯域/グループ/チャンネル選択
• RF 送信電力設定
• オーディオ入力レベルのMIC/LINE設
定およびアッテネーター設定

• ローカットフィルター設定
• 省電力設定
• 累積使用時間のリセット
• 内蔵信号の設定
• POWERスイッチのロック設定

◆ 設定方法について詳しくは、「設定メニュー」 
（21 ページ）をご覧ください。

◆ リモートコントロールを行うには、該当する
設定項目を制御する機能がレシーバー側に搭
載されている必要があります。使用している
レシーバーの取扱説明書もあわせてご覧くだ
さい。

• 周波数帯域の選択は、ABモデルのみ
で可能です。

• ワイヤレスリモートコントロール機能
を使って、レシーバーから本機の Bモ
デルのグループ /チャンネルを設定し
て電波を受信するには、Ｂ型帯域に対
応するレシーバーと本機をペアリング
してください。

Cross Remote を停止するには
RF REMOTE画面で設定項目を OFFに
する。

Cross Remote に関するご注意
本機のワイヤレスリモートコントロール
機能は 2.4GHz 帯を使用しているため、
他の機器からの電波干渉を受ける可能性
があります。
• ペアリングが完了しない場合（Pairing 
fail が表示された場合）は、再度ペア
リングを行ってください。
一定時間内にトランスミッターとレ
シーバーの通信が完了しなかったこと
が考えられます。
近くで他のレシーバーがペアリングを
行っている場合、完了しづらくなるこ
とがあります。

• リモートコントロールがつながりにく
い場合は、RF REMOTE画面でワイ
ヤレスリモートコントロール機能を
OFF/ON し、再度トランスミッター
と接続し直すことにより改善（干渉の
少ないチャンネルに移動）する場合が
あります。

ご注意
Cross Remote を使う



　

秘匿通信機能を使
う

本機は、暗号化された信号を送信し、他
者からの盗聴を防ぐことができます。
秘匿通信機能を使用する場合には、次の
いずれかの方式を選択します。
暗号鍵方式（SECURE KEY）：本機で
自動的に作られる暗号鍵を本機とレシー
バーの双方で使用し、1 対 1 での秘匿通
信を行う方式
パスワード方式（PASSWORD）：ユー
ザーの決めた 8文字までのパスワード
を、複数台のトランスミッター（本機）
とレシーバーに設定できる方式。グルー
プでの秘匿通信が可能です。

トランスミッター（本機）とレシーバー
の秘匿通信機能設定は同じ方式に設定し
てください。

暗号鍵方式を使う（SECURE 
KEY）

トランスミッター（本機）とレシーバー
の 1 対 1 の秘匿通信を行うときに設定し
ます。
外部から読むことのできない暗号鍵を本
機内で自動生成し、USB 機能やワイヤレ
スリモートコントロール機能を使用して
暗号鍵をレシーバーに転送することで秘
匿通信を行います。
トランスミッター（本機）とレシーバー
の暗号鍵は、暗号鍵の転送時に毎回新た

に自動生成されるので強固な秘匿通信が
可能です。 
トランスミッター（本機）とレシーバー
の暗号鍵は電源OFF 時にも保持されま
す。一度電源をOFF にしてから運用を
再開する場合でも、前回と同じ秘匿通信
が可能です。

1 本機（トランスミッター）の準備

1本機の ENCRYPTION 画面で、設
定項目が点滅するまで SETボタ
ンを長押しする。

2＋または－ボタンを押して
SECURE KEYを選択し、SET ボ
タンを押す。

2 レシーバーの準備

暗号鍵の転送を行うレシーバーを
SECURE KEY に設定します。

◆ レシーバーの操作方法は、レシーバーの
取扱説明書をご覧ください。

3 暗号鍵の交換

レシーバー側の暗号鍵交換方法の選
択画面でUSB または REMOTE（ワ
イヤレスリモート）を選択し、暗号
鍵を交換します。
ワイヤレスリモートコントロール機
能が OFFの場合は、REMOTEは
選択できません。

レシーバーが USB による暗号鍵交
換方法に対応していない場合は、
REMOTE（ワイヤレスリモート）
を選択してください。

ご注意

ご注意
秘匿通信機能を使う 17
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◆ 詳しくは、本機と組み合わせて使用する
レシーバーに付属の取扱説明書をご覧く
ださい。

USB を選択した場合
付属の USB ケーブルとUSB アダプ
ターケーブルで、本機とレシーバー
を接続します。

◆ 本機と組み合わせて使用するレシーバー
の操作方法については、レシーバーに付
属の取扱説明書をご覧ください。

REMOTE（ワイヤレスリモート）
を選択した場合
本機とペアリングされているレシー
バーを探索します。
レシーバーを発見すると、暗号鍵が
交換され、暗号鍵方式の秘匿通信が
開始されます。

パスワード方式を使う
（PASSWORD）

複数のトランスミッター（本機）と複数
のレシーバーの組合せで秘匿通信を行う
ときに設定します。
ユーザーの決めた同一のパスワードがト
ランスミッター（本機）とレシーバーに
設定してあれば、音声の復調が可能で
す。複数のトランスミッター（本機）と

複数のレシーバーをグループとして運用
したり、1台のトランスミッター（本機）
を複数のレシーバーで同時に受信すると
きに便利です。

1 本機の ENCRYPTION画面で、設定
項目が点滅するまで SET ボタンを
長押しする。

2 ＋または－ボタンを押して、
PASSWORD を選択し、SET ボタン
を押す。

3 本機で最大 8文字のパスワードを入
力する。

◆ パスワードの入力方法は、「本機に名前
を付ける（NAME）」 （21 ページ）の操
作方法と同様です。

4 レシーバーの秘匿通信機能設定を
PASSWORD に設定する。

5 レシーバーで本機と同じ最大 8文字
のパスワードを設定する。

◆ レシーバーの操作方法は、レシーバーの
取扱説明書をご覧ください。

パスワードは定期的な更新をおすすめし
ます。

USBケーブル（付属）

USB
アダプター
ケーブル
（付属）

ご注意
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USBキーボード
の使いかた

市販の日本語 106 USB キーボードを本機
に接続することで、ディスプレイ上のメ
ニューを操作したり、名前の設定や秘匿
通信機能でのパスワードを入力したりす
ることができます。
本機のUSB 端子はMicroUSB 端子です。
キーボードとの接続には、付属のUSB
アダプターケーブルを使用してくださ
い。

メニュー操作を行うには
USB キーボードを使用して、本体のボタ
ン操作と同様の操作が行えます。
本体ボタンと USB キーボードの対応は、
下記のとおりです。

文字を入力するには
名前の設定や秘匿通信機能設定時のパス
ワード入力をUSB キーボードで行えま
す。
USBキーボードで入力できる文字：
（Space）、0、1、2、3、4、5、6、7、8、
9、A、B、C、D、E、F、G、H、I、J、
K、L、M、N、O、P、Q、R、S、T、
U、V、W、X、Y、Z、！、#、&、$、
@、+、-、=、_、(、)、[、]（パスワード
として使用できる文字は、0～ 9、A～
Zのみ）
特殊キー：Back space（BS）、Delete
（DEL）

• キーボードの10キー部は使用できませ
ん。

• USBハブやポインティングデバイスな
どの機能を持った多機能キーボードは
接続できません。

• 接続したキーボードの電源は、本機の
USB端子から供給されます。電源容量
は 100mAです。それ以上の消費電流
を必要とするキーボードは接続できま
せん。

• キーボードを接続したままで放置しな
いでください。本機の電池が早く消耗
します。

• 文字編集は、文字キーとBS、DEL、
Enter キーで行ってください。

本体ボタン USBキーボード 

SET Enter

＋ ↑

－ ↓

USBアダプター
ケーブル（付属）

ご注意
USBキーボードの使いかた 19
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メニューの基本操
作

1 ＋または－ボタンを押して、設定し
たい機能画面を表示させる。

2 設定項目が点滅するまでSETボタン
を長押しする。

3 ＋または－ボタンを押して、設定を
変更する。

4 SET ボタンを押して決定する。

設定メニューの種類
• NAME（トランスミッター名称）設定
• BAND（周波数帯域）選択（ABモデ
ルのみ）

• GP/CH（グループ / チャンネル）選択
• RF POWER（RF送信電力）設定
• INPUT LEVEL（オーディオ入力レベ
ル）設定

• LCF（ローカットフィルター）設定
• POWER SAVE（省電力）設定
• BATTERY TYPE（電池の種類）設定
• TIME（累積使用時間）表示
• ENCRYPTION（秘匿通信機能）設定
• INTERNAL SG（内蔵信号発生器）

• POWER SW LOCK（POWER スイッ
チロック）機能

• RF REMOTE（ワイヤレスリモートコ
ントロール）機能

• BRIGHTNESS（ディスプレイの明る
さ）設定

• DIMMER MODE（ディスプレイ自動
消灯）設定

• FACTORY PRESET（工場出荷設定）
機能

• VERSION（ソフトウェアバージョン）
表示

機能名

設定項目
メニューの基本操作



　

設定メニュー

ここでは機能の説明と変更項目を説明し
ます。下線表記は工場出荷時の設定です。

本機に名前を付ける
（NAME）

本機に最長 16 文字の任意の名前を付け
ることができます。工場出荷時には商品
名とシリアル番号が設定されています。
本機の名前はメタデータとしてレシー
バーに送られ、レシーバー側でトランス
ミッターの識別に使用されます。

+：文字リストが表示されます。＋また
は－ボタンで希望の文字を選んで SET
ボタンを押すと、現在の名前の最後に文
字が追加されます。
－：現在の名前の最後の文字を削除しま
す。
SET：選択した文字を決定します。

名前の編集が終わったら、SETボタンを
押して決定します。

名前の途中に文字を挿入したり、途中の
文字を削除することはできません。

名前の設定は、ワイヤレスリモートコン
トロール機能を使ってレシーバーなどか
ら変更できます。

◆ 詳しくは、「Cross Remote を使う」 （15 ペー
ジ）をご覧ください。

USB端子にキーボードを接続し
て編集するには
市販の USB キーボードを本機のUSB 端
子に接続して編集できます。

◆ 詳しくは、「USB キーボードの使いかた」 （19
ページ）をご覧ください。

周波数帯域の選択（ABモ
デルのみ）（BAND）
本機と組み合わせて使用するワイヤレス
レシーバーの周波数帯域と、本機の周波
数帯域を合わせます。
FPU-1CH：770.250MHz ～ 778.875MHz
FPU-2CH：779.000MHz ～ 787.875MHz
FPU-3CH：788.000MHz ～ 796.875MHz
FPU-4CH：797.000MHz ～ 805.750MHz
B BAND：806.125MHz ～ 809.750MHz

B モデルでは、このメニューの設定値は
B BAND のみで変更はできません。

◆ 各周波数帯域に含まれるグループとチャンネ
ルについて詳しくは、CD-ROM に収録されて
いる周波数リストをご覧ください。

周波数帯域の設定は、ワイヤレスリモー
トコントロール機能を使ってレシーバー
などから変更できます。

◆ 詳しくは、「Cross Remote を使う」 （15 ペー
ジ）をご覧ください。

• この設定は電波送信中には変更できま
せん。いったん本機の電源を切り、
SET ボタンを押しながら POWERス

ご注意
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イッチを ONにして、電波送信を停止
してから変更してください。

• 周波数帯域を選択した後、続けてグ
ループ /チャンネルを選択してくださ
い。選択した周波数帯域 /グループ /
チャンネルで電波送信を開始するに
は、本機の電源をいったん切ってか
ら、再度電源を入れてください。

グループ /チャンネルの
選択（GP/CH）
工場出荷時の設定は、ALL BF1 
806.125MHz です。

◆ 詳しくは、「周波数帯域 /グループ /チャンネ
ルを選択する」 （13 ページ）をご覧ください。

グループ／チャンネルの設定は、ワイヤ
レスリモートコントロール機能を使って
レシーバーなどから変更できます。

◆ 詳しくは、「Cross Remote を使う」 （15 ペー
ジ）をご覧ください。

送信電力の設定（RF POWER）
本機の送信電力を設定します。

1mW（LOW）：1mWに設定する。
10mW（HIGH）：10mWに設定する。

• この設定は電波送信中には変更できま
せん。いったん本機の電源を切り、
SETボタンを押しながら POWERス
イッチを ONにして、電波送信を停止
してから変更してください。

• 設定した送信電力で電波送信を開始す
るには、本機の電源をいったん切って
から、再度電源を入れてください。

送信電力の設定は、ワイヤレスリモート
コントロール機能を使ってレシーバーな
どから変更できます。

◆ 詳しくは、「Cross Remote を使う」 （15 ペー
ジ）をご覧ください。

オーディオ入力レベルの
設定（INPUT LEVEL）
アナログヘッドアンプへの入力レベルを
設定します。
オーディオ入力端子に接続される音源に
合わせて、LINE またはMIC を選択しま
す。
MIC を選択した場合は、続いてATT の
レベルが点滅するので、接続したマイク
などに音声を入力し、入力レベルメー
ターを確認しながら＋または－ボタンで
アッテネーターのレベルを選択します。
設定による基準レベルは下記のとおりで
す。

ご注意

入力 ATT 
（dB） 

基準入力
レベル 
（dBu）

最大入力
レベル
（dBu）

ヘッド
ルーム
（dB）

MIC 0 -58 -22 36 

3 -55 -19

6 -52 -16

9 -49 -13

3dB 
Step

3dB 
Step

3dB 
Step

45 -13 +23

48 -10 +24 34

LINE - +4 +24 20
設定メニュー



　

オーディオ入力レベルのMIC/LINE 設
定およびアッテネーター設定は、ワイヤ
レスリモートコントロール機能を使って
レシーバーなどから変更できます。

◆ 詳しくは、「Cross Remote を使う」 （15 ペー
ジ）をご覧ください。

ローカットフィルターの
設定（LCF）
ローカットフィルターの周波数を下記か
ら選択します。
OFF：ローカットフィルターを設定しない。
20 30 40 50 60 70 80 90
100 120 140 160 180 200 220（Hz）：
選択した周波数に設定する。

ローカットフィルターの設定は、ワイヤ
レスリモートコントロール機能を使って
レシーバーなどから変更できます。

◆ 詳しくは、「Cross Remote を使う」 （15 ペー
ジ）をご覧ください。

省電力設定（POWER SAVE）
電池消耗を抑えるため、ワイヤレスリ
モートコントロール機能でトランスミッ
ターの電源をスリープに設定することが
できます。

ACTIVE：通常動作。
SLEEP：スリープに設定する。スリー
プ中は、POWERインジケーターが 2秒
に 1回の間隔で点灯します。

通常動作に復帰させるには
スリープ中に、SETボタン、＋または－
ボタンのいずれかを押します。

ワイヤレスリモートコントロール機能を
使って、レシーバーなどから復帰させる
こともできます。

◆ 詳しくは、「Cross Remote を使う」 （15 ペー
ジ）をご覧ください。

SLEEP に設定した状態で本機の電源を
切った場合、設定は自動的にACTIVE
（通常動作）に戻ります。

電池の種類設定（BATTERY 
TYPE）

使用している電池の種類に合わせて設定
しておくと、より正確に電池残量を表示
できます。

TYPE1：アルカリ単 3形乾電池をお使
いになるときの推奨設定です。新品のソ
ニーアルカリ単 3形乾電池の特性を基準
に残量を表示します。
TYPE2：充電式ニッケル水素電池をお
使いになるときの推奨設定です。
TYPE3：リチウム電池をお使いになる
ときの推奨設定です。

電池の特性は、電池の種類や使用環境な
どによって変わります。ご使用になる電
池の特性をあらかじめご理解の上、運用
することをおすすめします。

累積使用時間の表示（TIME）
使用時間の目安として、本機の累積使用
時間を表示します。

ご注意

ご注意
設定メニュー 23
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工場出荷時の設定は、00:00 です。

時間表示をリセットするには

1 時間表示が点滅するまでSETボタン
を長押しする。

2 －ボタンを押し、「00:00 RESET」が
表示された状態で SETボタンを押
す。

累積使用時間は、ワイヤレスリモートコ
ントロール機能を使ってレシーバーなど
からリセットできます。

◆ 詳しくは、「Cross Remote を使う」 （15 ペー
ジ）をご覧ください。

秘匿通信機能の設定
（ENCRYPTION）

秘匿通信機能を設定します。

SECURE KEY：暗号鍵方式で設定す
る。
PASSWORD：パスワード方式で設定
する。
OFF：秘匿通信機能を使わない。

◆ 詳しくは、「秘匿通信機能を使う」 （17 ペー
ジ）をご覧ください。

内蔵信号の発生（INTERNAL 
SG）

レシーバーやご使用になるシステムの音
声レベルを調整 /確認するため、1kHz の
基準レベルの正弦波を発信します。この
信号にはアッテネーターは機能しません。
1kHz：1kHz の内蔵信号を発生させる。
OFF：内蔵信号を発生させない。

1kHz ON に設定して信号を発生した状態
で、本機の電源を切った場合、設定は自
動的に OFFに戻ります。

内蔵信号のON/OFF の設定は、ワイヤ
レスリモートコントロール機能を使って
レシーバーなどから変更できます。

◆ 詳しくは、「Cross Remote を使う」 （15 ペー
ジ）をご覧ください。

POWERスイッチのロッ
ク（POWER SW LOCK）
POWER スイッチをロックします。誤っ
て電源を切るなどの誤操作を防止できま
す。
ロック中でも POWERスイッチ以外の操
作部は機能します。

UNLOCK：POWER スイッチをロック
しない。
LOCK：POWERスイッチをロックす
る。LOCK に設定した場合は、ディスプ
レイに POWER スイッチロック表示が表
示されます。

POWERスイッチのUNLOCK/LOCKの
設定は、ワイヤレスリモートコントロー
ル機能を使ってレシーバーなどから変更
できます。

◆ 詳しくは、「Cross Remote を使う」 （15 ペー
ジ）をご覧ください。

ご注意
設定メニュー



　

Cross Remote
（RF REMOTE）

本機と本機と組み合わせて使うレシー
バーとの間で、ワイヤレスリモートコン
トロール機能を使用する場合に設定が必
要な項目です。

OFF：ワイヤレスリモートコントロール
機能を停止する。
ON：すでにペアリングされている相手
とワイヤレスリモートコントロール機能
を開始する。
PAIRING：新たにペアリングを実行す
る。

◆ 詳しくは、「ペアリングするには」 （15 ペー
ジ）をご覧ください。

ディスプレイの明るさ設
定（BRIGHTNESS）
有機 ELディスプレイの明るさを 10 段階
で調整します。
設定できる値は下記のとおりです。
（暗）1 2 3 4 5 6 7 8 9 10（明）

ディスプレイの自動消灯
（DIMMER MODE）

一定時間後、有機 ELディスプレイの明
るさを減光したり、消灯させる機能で
す。

AUTO OFF：30 秒後に消灯します。
SETや＋または－ボタンを押すと点灯し
ます。

AUTO DIMMER：30 秒後に減光しま
す。SET や＋または－ボタンを押すと点
灯します。
ALWAYS ON：ディスプレイの明るさ
設定機能で設定された明るさで常時点灯
します。

工場出荷設定に戻す
（FACTORY PRESET）

全ての設定を工場出荷時の設定に戻しま
す。
SET ボタンを長押しすると、工場出荷設
定に戻すことを確認するメッセージが表
示されます。＋または－ボタンを押して
YES を選択し、SET ボタンを押すと、
本機の設定が工場出荷設定に戻ります。

• この設定は電波送信中には変更できま
せん。いったん電源を切り、SET ボタ
ンを押しながら POWERスイッチを
ONにして、電波送信を停止してから
変更してください。

• 工場出荷設定で電波送信を開始するに
は、本機の電源をいったん切ってか
ら、再度電源を入れてください。

ソフトウェアバージョン
の表示（VERSION）
本機のソフトウェアバージョンを表示し
ます。

ご注意
設定メニュー 25
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ソフトケースを
使って装着する

本機は付属のソフトケースを使って簡単
に話者に装着することができます。
ソフトケースを使って装着した状態で、
すべての操作が可能です。
ソフトケースのクリップは、本体に対し
て 0度、90 度、180 度、270 度に取り付
けることができ、さまざまな装着方法に
対応できます。

クリップを取りはずす
クリップの取り付け /取りはずしは、本
機をソフトケースから取り出した状態で
行ってください。

1 本機をソフトケースから取り出す。

2 クリップとソフトケース間に指を入
れ、矢印の方向に引く。

3 ツメを押しながら、矢印の方向に引
いて取りはずす。

ツメ
ソフトケースを使って装着する



　

ブロックダイヤグラム
ブロックダイヤグラム 27
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故障かなと思ったら

修理に出す前に、もう一度点検してください。それでも正常に動作しないときは、お買
い上げ店またはソニーのサービス窓口にお問い合わせください。

症状 原因 対策

電源が入らない。 電池の3、#が逆になっている。 正しい方向に入れ直してくだ
さい（12 ページ）。

電池が消耗している。 新しい乾電池に交換してくだ
さい。

電池がすぐになくなる。 マンガン乾電池を使用している。 アルカリ乾電池を使用してく
ださい。

寒い環境で使用している。 低温時は電池寿命が短くなり
ます。

レシーバーの音声が途切
れる。

レシーバーとの距離が離れすぎてい
る。

レシーバーを近づけて確認し
てください。

送信電力設定が L：1mWになって
いる。

送信電力を上げてください
（22 ページ）。

音が出ない。 本機とレシーバーのチャンネルが
違っている。

本機とレシーバーのチャンネ
ルを合わせください。

秘匿通信機能の設定が、レシーバー
とトランスミッターとで違ってい
る。

トランスミッターとレシー
バーの秘匿通信機能の設定を
同じにしてください（17 ペー
ジ）。

音が小さい。 本機のオーディオ入力レベルの設定
が LINEになっているか、アッテ
ネーターの設定が大きい。

マイクを接続した場合は、
オーディオ入力レベルの設定
をMICにしてください（22
ページ）。また、本機のオー
ディオレベルメーターを見な
がら正しいレベルになるよう
にアッテネーターを設定して
ください。

音が歪む。 本機のオーディオ入力レベル設定の
アッテネーター設定が小さい。

オーディオレベルメーターを
見ながら、音が歪まないよう
にアッテネーターを設定して
ください。
故障かなと思ったら



　

低音が出ない。 ローカットフィルターの設定周波数
が高い。

音を聞きながら、適正な音質
になるようローカットフィル
ターの設定周波数を下げてく
ださい（23 ページ）。

低音が出すぎる。 本機は 20Hz の低域まで周波数特性
が伸びているため、接続したマイク
ロホンなどの低音が出すぎているよ
うに感じる。

ローカットフィルター機能を
使用して低音をカットしてく
ださい（23 ページ）。

POWERスイッチをOFF
にしても電源が切れない。

POWER スイッチがロックされてい
る。

POWER SW LOCK機能を
OFFにしてください（24
ページ）。

ワイヤレスリモートコン
トロールができない。

ペアリングされていない。 ペアリングを行ってください
（15 ページ）。

通信可能な距離以上にレシーバーと
離れている。

コンディションレベルを確認
し、レベルが低い場合はレ
シーバーを近づけてください
（11 ページ）。

ペアになっていたトランスミッター
が別のレシーバーとペアリングされ
た。

レシーバー上で、コントロー
ルしたいトランスミッターと
再度ペアリングを行ってくだ
さい（15 ページ）。

USBキーボードが動かな
い。

対応できないUSBキーボードを使
用している。

使用できるUSBキーボード
の条件を確認してください
（19 ページ）。

ディスプレイが暗い。 ディスプレイの明るさが低く設定さ
れている。

メニュー設定でディスプレイ
の明るさを調節してください
（25 ページ）。

症状 原因 対策
故障かなと思ったら 29
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使用上のご注意

使用・保管
• 本機は周囲温度 0℃～50℃の範囲で動
作します。

• 本機を電力機器（回転機、変圧器、調
光器等）に近接して使用すると、磁気
誘導を受けることがありますので、で
きるだけ離して使用してください。

• 電飾などの照明器具により、かなり広
範囲の周波数帯域にわたり電波が発生
し、妨害を受けることがあります。こ
の場合、受信アンテナの位置やワイヤ
レスマイクロホンの使用位置により妨
害が増減しますので、なるべく妨害を
受けない位置でご使用ください。

• 本機を騒音の多い場所や振動の多い場
所で使用すると、振動が直接本体に伝
わり、雑音発生（マイクロホニック）
の原因となり、規定の S/N を満足しな
い場合があります。影響を受けると考
えられるものには、次のようなものが
ありますので、十分に注意してくださ
い。
- 回転機、変圧器などの付近
- 空調機器より発生する騒音、または
風を直接受ける場合

- PA（Public Address）システムのス
ピーカー付近

- スタジオなどに設置していて、スタ
ジオの機器をぶつけたり、たたいた
り、物を落としたりした場合

対策としては、影響を受ける条件から
できるだけ離したり、緩衝材を敷くな
どの処理をしてください。

お手入れ
• 水分やほこりの多い所、活性ガスにさ
らされる所で使用したあとは、早めに
コネクター部や本機表面のお手入れを
行ってください。お手入れを怠った
り、このような場所で長時間使用した
りすると、機器の寿命を縮めるおそれ
がありますので、ご注意ください。

• 表面やコネクター部の汚れは、乾いた
柔らかい布でふきとってください。シ
ンナーやベンジンなどの薬品類は、表
面の仕上げをいためますので使わない
でください。

本機使用上の注意
この機器のワイヤレスリモートコント
ロール機能で使用する周波数は 2.4 GHz
帯です。この周波数帯では電子レンジ等
の産業・科学・医療用機器のほか、他の
同種無線局、工場の製造ライン等で使用
される免許を要する移動体識別用構内無
線局、免許を要しない特定小電力無線
局、アマチュア無線局等（以下「他の無
線局」と略す）が運用されています。
1. この機器を使用する前に、近くで「他
の無線局」が運用されていないことを
確認してください。

2. 万一、この機器と「他の無線局」との
間に電波干渉が発生した場合には、速
やかにこの機器の電源を再度入れなお
すことにより使用チャンネルを変更す
るか、使用場所を変えるか、または機
器の運用を停止（電波の発射を停止）
してください。

3. 不明な点その他お困りのことが起きた
ときは、「ソニー業務用商品相談窓口」
までお問い合わせください。
使用上のご注意



　

この無線機器は 2.4GHz 帯を使用します。
変調方式として DS-SS 変調方式を採用
し、与干渉距離は 10ｍです。

多チャンネル同時運用時のご注意
• トランスミッター同士は、30cm 以上
離してお使いください。

• トランスミッターとレシーバーのアン
テナは、以下の数値を目安に離してお
使いください。
デジタルワイヤレス機器のみ使用の場
合：
・4m 以上（10 波以下）
・6m 以上（10 波以上）
アナログワイヤレス機器と同時に使用
する場合：
6m 以上

• アナログワイヤレスシステムと同一の
周波数を使用する場合は、仕切りや障
害物がない広い空間では、システム間
の距離を 100m 以上離してください。

• ノイズが発生する場合は、トランス
ミッターとレシーバーの距離を離す
か、トランスミッターの送信電力を下
げてください。

マイクロホンとの組合せ時のご注意
ラベリアマイクロホンは、ECM-77BC/
9X をお使いください。それ以外のラベ
リアマイクロホンをご使用になる場合、
本機の送信する電波によりノイズが発生
することがあります。ノイズが発生する
場合は、マイクケーブルの引き回しを変
えたり、マイクの取り付け位置をアンテ
ナから離したり、送信電力を下げたりす
ることで軽減することがあります。

主な仕様

送信部
発振方式 水晶制御 PLL シンセ

サイザー
使用周波数（送信周波数）
ABモデル Ａ型

FPU-1CH 帯： 
770.250MHz ～ 
778.875MHz　
125kHz 間隔の 70
波

FPU-2CH 帯： 
779.000MHz ～ 
787.875MHz 
125kHz 間隔の 72
波

FPU-3CH 帯： 
788.000MHz ～ 
796.875MHz 
125kHz 間隔の 72
波

FPU-4CH 帯： 
797.000MHz ～ 
805.750MHz 
125kHz 間隔の 71
波

B型　　    　
806.125MHz ～
809.750MHz
125kHz 間隔の 30
波

Bモデル Ｂ型           
806.125MHz ～
809.750MHz
125kHz 間隔の 30
波

主な仕様 31
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空中線電力（送信電力）
1 mW／ 10 mW切り
換え

アンテナ型式 λ/4 フレキシブルワ
イヤー 

占有周波数帯域 192 kHz 以下
音声遅延時間 1.5msec
周波数の許容偏差 ± 6.5ppm
電波型式 G1E または G1D
変調方式 π/4 Shift QPSK

オーディオ部
最大入力レベル マイク：－ 22dBu 

（アッテネーター 
0dB 設定時）

ライン：＋ 24dBu
音声アッテネーター

0 ～ 48dB（3dB ス
テップ可変。マイ
クレベル入力設定
時のみ）

マイク入力端子 SMC9-4S（凹）
入力インピーダンス

4.7kΩ以上
周波数特性 20Hz ～ 22,000Hz
全高調波歪率 0.03%以下
ダイナミックレンジ

106dB 以上

0dBu=0.775V

一般
電源 3.0 V DC（単 3 形アル

カリ乾電池 2 本）
乾電池寿命 連続使用約 5時間（外

気温 25 ℃、ソニー
単 3形アルカリ乾
電池、10mW出力、
ワイヤレスリモー
トコントロール機
能 OFF、ディスプ

レイの自動消灯設
定AUTO OFF）

外形寸法図（単位：mm）

質量 約 125 g（乾電池含
む）

ワイヤレスリモートコントロール
2.4GHz 帯 
IEEE802.15.4 準拠

許容動作温度 0℃～ 50 ℃
許容保存温度 － 20 ℃～＋ 60 ℃
付属品 ラベリアマイクロホン

（ウィンドスクリー
ン、横型ホルダー
クリップ含む）（1）

電池ケース（予備）
（1）
ソフトケース（1）
マイクケーブル（4ピ
ン -XLR タイプ）
（1）
USB アダプターケー
ブル（1）

USB ケーブル（1）
キャリングケース（1）
保証書（1）
主な仕様



　

取扱説明書（1）
CD-ROM（1）
ネームラベル（1）
帯域識別ラベル（5）

本機の仕様および外観は、改良のため予
告なく変更することがありますが、ご了
承ください。

◆ 詳しくは、「A型機器使用のための免許取得手
続きについて」 （8 ページ）をご覧ください。

本機の工事設計の認証番号は、機銘板に
表示されております。機銘板をはがした
り、本機の内部やアンテナを改造して使
用したりすることは、電波法で禁じられ
ています。

保証書とアフター
サービス

保証書
• この製品には保証書が添付されていま
すので、お買い上げの際お受け取りく

ださい。
• 所定の事項の記入および記載内容をお
確かめのうえ、大切に保存してくださ
い。

アフターサービス

調子が悪いときはまずチェック
を
この説明書をもう一度ご覧になってお調
べください。

それでも具合が悪いときは
お買い上げ店、または添付の「ソニー業
務用商品相談窓口のご案内」にあるお近
くのソニーサービス窓口にご相談くださ
い。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させて
いただきます。詳しくは保証書をご覧く
ださい。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合、ご
要望により有料修理させていただきま
す。

保証期間中の修理など、アフターサービ
スについてご不明な点は、お近くのソ
ニー営業所にお問い合わせください。

本機は、電波法により工事設計の認証
を受けております。
A型帯域（FPU-1CH 帯、FPU-2CH
帯、FPU-3CH 帯、FPU-4CH 帯）での
運用に際しては、陸上移動局の免許手
続きが必要です。

お使いになる前に、必ず動作確認を
行ってください。故障その他に伴う営
業上の機会損失等は保証期間中および
保証期間経過後にかかわらず、補償は
いたしかねますのでご了承ください。
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